
JP 2009-145500 A 2009.7.2

10

(57)【要約】
【課題】　表示画像の品質劣化を防ぐことができる映像
表示装置を提供する。
【解決手段】　アクティブマトリクス型の液晶表示素子
１５を備える映像表示装置１において、入力される画像
信号の階調を検出し、検出された階調により、第１の補
正値を算出する第１の補正手段４２と、入力される画像
信号における第１の電極２２と第２の電極２４との間に
印加される電圧成分の極性を検出し、検出された極性に
より、第２の補正値を算出する第２の補正手段４３と、
照射される光の波長及び／又は輝度を検出し、検出され
た波長及び／又は輝度により、第３の補正値を算出する
第３の補正手段４４とを備え、第１乃至第３の補正手段
４２～４４により算出された第１乃至第３の補正値によ
り、第１の電極２２と第２の電極２４との間に印加され
る電圧成分を補正する補正値を算出する。
【選択図】　図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光源と、該光源から出射された光を光変調する液晶表示素子と、入力される画像信号に
応じて該液晶表示素子を駆動し入射光を光変調するための信号を生成する信号生成手段と
を備え、該液晶表示素子は、第１の電極を有する第１の基板と、該第１の基板と対向配置
され、第２の電極を有する第２の基板と、該第１の基板と第２の基板との間に保持される
液晶層とからなるアクティブマトリクス型の液晶表示素子である映像表示装置において、
　上記信号生成手段は、
　上記液晶表示素子の着目画素に入力される画像信号の階調を検出し、該検出された階調
により、第１の補正値を算出する第１の補正手段と、
　上記液晶表示素子の着目画素に入力される画像信号に対応して上記第１の電極と上記第
２の電極との間に印加される電圧成分の極性を検出し、該検出された極性により、第２の
補正値を算出する第２の補正手段と、
　上記液晶表示素子の着目画素に上記光源から照射される光の波長及び／又は輝度を検出
し、該検出された波長及び／又は輝度により、第３の補正値を算出する第３の補正手段と
、
　上記第１乃至第３の補正手段により算出された上記第１乃至第３の補正値により、上記
第１の電極と上記第２の電極との間に印加される電圧成分を補正する補正値を算出する補
正値算出手段とを備えることを特徴とする映像表示装置。
【請求項２】
　光源と、該光源から出射された光を色分離する色分離部と、該色分離部により色分離さ
れた各光を光変調する液晶表示素子と、入力される画像信号に応じて該液晶表示素子を駆
動し入射光を光変調するための信号を生成する信号生成手段とを備え、該液晶表示素子は
、第１の電極を有する第１の基板と、該第１の基板と対向配置され、第２の電極を有する
第２の基板と、該第１の基板と第２の基板との間に保持される液晶層とからなるアクティ
ブマトリクス型の液晶表示素子である映像表示装置において、
　上記信号生成手段は、
　上記液晶表示素子の着目画素に入力される画像信号の階調を検出し、該検出された階調
により、第１の補正値を算出する第１の補正手段と、
　上記液晶表示素子の着目画素に入力される画像信号に対応して上記第１の電極と上記第
２の電極との間に印加される電圧成分の極性を検出し、該検出された極性により、第２の
補正値を算出する第２の補正手段と、
　上記液晶表示素子の着目画素に、上記色分離部を介して上記光源から照射される光の波
長及び／又は輝度を検出し、該検出された波長及び／又は輝度により、第３の補正値を算
出する第３の補正手段と、
　上記液晶表示素子の着目画素に、上記色分離部を介して上記光源から照射される光の入
射角を検出し、該検出された入射角により第４の補正値を算出する第４の補正手段と、
　上記第１乃至第４の補正手段により算出された上記第１乃至第４の補正値により、上記
第１の電極と上記第２の電極との間に印加される電圧成分を補正する補正値を算出する補
正値算出手段とを備えることを特徴とする映像表示装置。
【請求項３】
　光源と、該光源から出射された光を光変調する液晶表示素子と、入力される画像信号に
応じて該液晶表示素子を駆動し入射光を光変調するための信号を生成する信号生成手段と
を備え、該液晶表示素子は、第１の電極を有する第１の基板と、該第１の基板と対向配置
され、第２の電極を有する第２の基板と、該第１の基板と第２の基板との間に保持される
液晶層とからなるアクティブマトリクス型の液晶表示素子である映像表示装置の駆動方法
において、
　上記液晶表示素子の着目画素に入力される画像信号の階調を検出し、該検出された階調
により、第１の補正値を算出する第１の補正値算出ステップと、
　上記液晶表示素子の着目画素に入力される画像信号に対応して上記第１の電極と上記第
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２の電極との間に印加される電圧成分の極性を検出し、該検出された極性により、第２の
補正値を算出する第２の補正値算出ステップと、
　上記液晶表示素子の着目画素に上記光源から照射される光の波長及び／又は輝度を検出
し、該検出された波長及び／又は輝度により、第３の補正値を算出する第３の補正値算出
ステップと、
　上記第１乃至第３の補正手段により算出された上記第１乃至第３の補正値により、上記
第１の電極と上記第２の電極との間に印加される電圧成分を補正する補正値を算出する補
正値算出ステップとを有することを特徴とする映像表示装置の駆動方法。
【請求項４】
　光源と、該光源から出射された光を色分離する色分離部と、該色分離部により色分離さ
れた各光を光変調する液晶表示素子と、入力される画像信号に応じて該液晶表示素子を駆
動し入射光を光変調するための信号を生成する信号生成手段とを備え、該液晶表示素子は
、第１の電極を有する第１の基板と、該第１の基板と対向配置され、第２の電極を有する
第２の基板と、該第１の基板と第２の基板との間に保持される液晶層とからなるアクティ
ブマトリクス型の液晶表示素子である映像表示装置の駆動方法において、
　上記液晶表示素子の着目画素に入力される画像信号の階調を検出し、該検出された階調
により、第１の補正値を算出する第１の補正値算出ステップと、
　上記液晶表示素子の着目画素に入力される画像信号に対応して上記第１の電極と上記第
２の電極との間に印加される電圧成分の極性を検出し、該検出された極性により、第２の
補正値を算出する第２の補正値算出ステップと、
　上記液晶表示素子の着目画素に、上記色分離部を介して上記光源から照射される光の波
長及び／又は輝度を検出し、該検出された波長及び／又は輝度により、第３の補正値を算
出する第３の補正値算出ステップと、
　上記液晶表示素子の着目画素に、上記色分離部を介して上記光源から照射される光の入
射角を検出し、該検出された入射角により第４の補正値を算出する第４の補正値算出ステ
ップと、
　上記第１乃至第４の補正手段により算出された上記第１乃至第４の補正値により、上記
第１の電極と上記第２の電極との間に印加される電圧成分を補正する補正値を算出する補
正値算出ステップとを有することを特徴とする映像表示装置の駆動方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、表示画像の品質劣化を防ぐことができる映像表示装置及びその映像表示装置
の駆動方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、液晶表示素子を備える映像表示装置は、低消費電力や携帯利便性を有することか
ら、ＣＲＴ（Cathode ray tube）に置き換わりＰＣ用表示装置のみでなく、ＴＶや携帯機
器など様々な機器に用いられている。
【０００３】
　この映像表示装置に設けられる液晶表示素子は、画素電極を有する透明基板と、透明基
板に対向配置され、共通電極を有する共通基板と、これら基板間に介在される液晶層とか
ら構成されている。液晶表示素子は、２つの電極が生成する電場の強さを変化させること
で、液晶層を通過する光の透過率が変化するので、この原理を利用して、２つの電極の電
圧差を調節し、所望とする映像を表示するようにしている。
【０００４】
　従来の液晶表示素子に用いられる液晶は、直流成分が印加されると、液晶の分極などに
より、液晶の信頼性が低下し、表示面に焼き付き現象が発生してしまうため、共通電極を
中心として画素電極に印加される電圧を反転させ、交流駆動することで、この焼き付きの
発生を回避している。
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【０００５】
　このような液晶表示素子は、表示画像の高精細化による画素電極の高密度化、すなわち
画素トランジスタの小型化によって、画素部の寄生容量が増加し、画素部での信号電流リ
ークが発生してしまう。また、液晶表示素子においては、表示画像の高輝度化も要求され
、画素部へ照射される光強度が増加し、その結果、画素部の光リークによる異常電流（リ
ーク電流）が発生してしまう。このリーク電流により電圧が変動し、輝度変化によるフリ
ッカ現象や、直流成分の印加による焼き付きなどの問題が生じていた。
【０００６】
　そこで、このような問題点を解決するために、画素トランジスタの寄生容量及び画素電
極と共通電極の基板の特性の違いから予め映像信号に補正値を加味した補正電圧を印加さ
せるようにしたものが提案されている（例えば、特許文献１参照。）。
【０００７】
　しかしながら、特許文献１において記載される方法では、映像信号の階調及び電圧極性
が考慮されておらず、補正方式としては不十分である。
【０００８】
　さらに、液晶表示素子を１つ備える、いわゆる単板式の映像表示装置においては、光源
からの光をダイクロイックミラーにより、ＲＧＢの３原色に分離し、それぞれやや角度を
つけてカラーフィルタのない液晶表示素子の所定の画素を通過させ、投写させるような構
成を有するため、当該液晶表示素子に入射する入射光の入射角が、波長に応じて異なり、
この入射角の差異については考慮されておらず、補正方式としては不十分なものである。
【０００９】
【特許文献１】特開２００２－１８９４６０号
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　そこで、本発明は、このような従来の実情に鑑みてなされたものであり、リーク電流を
抑制するように電圧を補正し、輝度変化によるフリッカを抑え、表示画像の品質劣化を防
ぐことができる映像表示装置及びその駆動方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　上述した目的を達成するために、本発明は、光源と、該光源から出射された光を光変調
する液晶表示素子と、入力される画像信号に応じて該液晶表示素子を駆動し入射光を光変
調するための信号を生成する信号生成手段とを備え、該液晶表示素子は、第１の電極を有
する第１の基板と、該第１の基板と対向配置され、第２の電極を有する第２の基板と、該
第１の基板と第２の基板との間に保持される液晶層とからなるアクティブマトリクス型の
液晶表示素子である映像表示装置であって、上記信号生成手段は、上記液晶表示素子の着
目画素に入力される画像信号の階調を検出し、該検出された階調により、第１の補正値を
算出する第１の補正手段と、上記液晶表示素子の着目画素に入力される画像信号に対応し
て上記第１の電極と上記第２の電極との間に印加される電圧成分の極性を検出し、該検出
された極性により、第２の補正値を算出する第２の補正手段と、上記液晶表示素子の着目
画素に上記光源から照射される光の波長及び／又は輝度を検出し、該検出された波長及び
／又は輝度により、第３の補正値を算出する第３の補正手段と、上記第１乃至第３の補正
手段により算出された上記第１乃至第３の補正値により、上記第１の電極と上記第２の電
極との間に印加される電圧成分を補正する補正値を算出する補正値算出手段とを備えるこ
とを特徴とする。
【００１２】
　また、本発明は、光源と、該光源から出射された光を色分離する色分離部と、該色分離
部により色分離された各光を光変調する液晶表示素子と、入力される画像信号に応じて該
液晶表示素子を駆動し入射光を光変調するための信号を生成する信号生成手段とを備え、
該液晶表示素子は、第１の電極を有する第１の基板と、該第１の基板と対向配置され、第
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２の電極を有する第２の基板と、該第１の基板と第２の基板との間に保持される液晶層と
からなるアクティブマトリクス型の液晶表示素子である映像表示装置であって、上記信号
生成手段は、上記液晶表示素子の着目画素に入力される画像信号の階調を検出し、該検出
された階調により、第１の補正値を算出する第１の補正手段と、上記液晶表示素子の着目
画素に入力される画像信号に対応して上記第１の電極と上記第２の電極との間に印加され
る電圧成分の極性を検出し、該検出された極性により、第２の補正値を算出する第２の補
正手段と、上記液晶表示素子の着目画素に、上記色分離部を介して上記光源から照射され
る光の波長及び／又は輝度を検出し、該検出された波長及び／又は輝度により、第３の補
正値を算出する第３の補正手段と、上記液晶表示素子の着目画素に、上記色分離部を介し
て上記光源から照射される光の入射角を検出し、該検出された入射角により第４の補正値
を算出する第４の補正手段と、上記第１乃至第４の補正手段により算出された上記第１乃
至第４の補正値により、上記第１の電極と上記第２の電極との間に印加される電圧成分を
補正する補正値を算出する補正値算出手段とを備えることを特徴とする。
【００１３】
　さらに、本発明は、光源と、該光源から出射された光を光変調する液晶表示素子と、入
力される画像信号に応じて該液晶表示素子を駆動し入射光を光変調するための信号を生成
する信号生成手段とを備え、該液晶表示素子は、第１の電極を有する第１の基板と、該第
１の基板と対向配置され、第２の電極を有する第２の基板と、該第１の基板と第２の基板
との間に保持される液晶層とからなるアクティブマトリクス型の液晶表示素子である映像
表示装置の駆動方法であって、上記液晶表示素子の着目画素に入力される画像信号の階調
を検出し、該検出された階調により、第１の補正値を算出する第１の補正値算出ステップ
と、上記液晶表示素子の着目画素に入力される画像信号に対応して上記第１の電極と上記
第２の電極との間に印加される電圧成分の極性を検出し、該検出された極性により、第２
の補正値を算出する第２の補正値算出ステップと、上記液晶表示素子の着目画素に上記光
源から照射される光の波長及び／又は輝度を検出し、該検出された波長及び／又は輝度に
より、第３の補正値を算出する第３の補正値算出ステップと、上記第１乃至第３の補正手
段により算出された上記第１乃至第３の補正値により、上記第１の電極と上記第２の電極
との間に印加される電圧成分を補正する補正値を算出する補正値算出ステップとを有する
ことを特徴とする。
【００１４】
　さらに、本発明は、光源と、該光源から出射された光を色分離する色分離部と、該色分
離部により色分離された各光を光変調する液晶表示素子と、入力される画像信号に応じて
該液晶表示素子を駆動し入射光を光変調するための信号を生成する信号生成手段とを備え
、該液晶表示素子は、第１の電極を有する第１の基板と、該第１の基板と対向配置され、
第２の電極を有する第２の基板と、該第１の基板と第２の基板との間に保持される液晶層
とからなるアクティブマトリクス型の液晶表示素子である映像表示装置の駆動方法であっ
て、上記液晶表示素子の着目画素に入力される画像信号の階調を検出し、該検出された階
調により、第１の補正値を算出する第１の補正値算出ステップと、上記液晶表示素子の着
目画素に入力される画像信号に対応して上記第１の電極と上記第２の電極との間に印加さ
れる電圧成分の極性を検出し、該検出された極性により、第２の補正値を算出する第２の
補正値算出ステップと、上記液晶表示素子の着目画素に、上記色分離部を介して上記光源
から照射される光の波長及び／又は輝度を検出し、該検出された波長及び／又は輝度によ
り、第３の補正値を算出する第３の補正値算出ステップと、上記液晶表示素子の着目画素
に、上記色分離部を介して上記光源から照射される光の入射角を検出し、該検出された入
射角により第４の補正値を算出する第４の補正値算出ステップと、上記第１乃至第４の補
正手段により算出された上記第１乃至第４の補正値により、上記第１の電極と上記第２の
電極との間に印加される電圧成分を補正する補正値を算出する補正値算出ステップとを有
することを特徴とする。
【発明の効果】
【００１５】
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　本発明は、複数の補正手段を有し、これらの補正手段により、第１の電極と第２の電極
との間に印加される電圧成分において発生する異常電流を補正する補正値を算出するので
、当該異常電流により発生する画質劣化や、輝度変化によるフリッカや、直流成分の印加
による焼き付きを防止することができ、液晶の品質劣化を防止することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１６】
　以下、本発明を適用した映像表示装置について、図面を参照しながら詳細に説明する。
本発明を適用した映像表示装置１は、液晶表示素子である液晶パネル１５を１つ備える、
いわゆる単板式の映像表示装置である。映像表示装置１は、図１に示すように、光源１１
と、光源１１から発せられた光を反射し、所望とする方向に光を投射するリフレクタ１２
と、光源１１からの光が入射され、入射光を集光し出射するコンデンサレンズ１３と、コ
ンデンサレンズ１３からの光を色分離する色分離部１４と、色分離部１４からの光が入射
される液晶パネル１５と、液晶パネル１５からの光を拡大して投写する投写レンズ１６と
から構成されている。映像表示装置１は、液晶パネル１５に画像信号が入力され、この液
晶パネル１５を駆動することにより所望とする画像を表示することができる。
【００１７】
　光源１１は、カラー画像表示に必要とされる、赤色光、青色光および緑色光を含んだ白
色光を発する。リフレクタ１２は、光源１１から発せられる光を反射、集光する。光源１
１は、発光体として、例えば、超高圧水銀ランプ、ハロゲンランプ、メタルハライドラン
プ、キセノンランプ等のランプが使用される。リフレクタ１２は、集光効率が良い形状で
あることが望ましく、例えば、回転楕円鏡、回転放物面等の回転対称な凹面形状となって
いる。また、光源１１としての発光体の発光点は、凹面形状のリフレクタ１２の焦点位置
に配置される。
【００１８】
　光源１１の発光体から出射された白色光は、リフレクタ１２によって、コンデンサレン
ズ１３に向けて投射される光となる。コンデンサレンズ１３は、リフレクタ１２からの入
射光を集光し、後段の色分離部１４に出射する。
【００１９】
　色分離部１４は、コンデンサレンズ１３からの光を、赤色光（Ｒ）、緑色光（Ｇ）、青
色光（Ｂ）の３原色の光に色分解する。色分離部１４は、第１のダイクロイックミラー１
４Ｂと、第２のダイクロイックミラー１４Ｒと、反射ミラー１４Ｇとから構成され、これ
らのミラーが光源１１からの光の光路上に順に並んで設けられている。
【００２０】
　第１のダイクロイックミラー１４Ｂは、光源１１からの光のうち、青色光（Ｂ）のみを
反射し、その他の光を透過する。第２のダイクロイックミラー１４Ｒは、第１のダイクロ
イックミラー１４Ｂを透過した光のうち、赤色光（Ｒ）のみを反射し、その他の光を透過
する。反射ミラー１４Ｇは、第２のダイクロイックミラー１４Ｒを透過した光を反射する
。これらのミラー１４Ｒ、１４Ｇ、１４Ｂによって反射された光は、液晶パネル１５に向
けて出射される。
【００２１】
　液晶パネル１５は、詳細は後述するが、入射した光を画像信号に応じて変調する変調装
置であり、いわゆるアクティブマトリクス型の液晶表示素子であり、入射光が入射される
面と、出射光が出射される面とが異なる面である、いわゆる透過型の液晶表示素子である
。なお、液晶パネル１５は、その前段に、色分離部１４からの出射光を所定の位置に集光
し、明るさ特性を向上させるマイクロレンズアレイ１５ａが設けられている。液晶パネル
１５を通過した光は、後段の投写レンズ１６に出射される。
【００２２】
　投写レンズ１６は、複数のレンズからなり、スクリーン１７に投写する画像の大きさを
調整するズーム機能や、ピント合わせ機能を有する。
【００２３】
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　次に、液晶パネル１５について説明をする。液晶パネル１５は、図２に示すように、い
わゆる透過型の液晶パネルであり、映像信号に応じた信号電圧が印加される透明な画素電
極２２が形成された画素電極基板２１と、液晶層２３を挟んで画素電極基板２１と対向し
て配置され、対向電極２４を有する対向基板２５とを備える。液晶パネル１５は、例えば
、フレーム毎に各画素電極２２に印加する電圧を対向電極電圧に対して反転させるフレー
ム反転駆動を行うアクティブマトリクス型液晶表示素子として構成される。
【００２４】
　液晶パネル１５の液晶層２３は、画素電極基板２１と、対向基板２５と、画素電極基板
２１と対向基板２５との間において周囲を枠状に囲うシール材（不図示）とにより形成さ
れる空間に、封入される液晶２６からなる。
【００２５】
　画素電極基板２１は、石英、ガラス、プラスチック等の透明材料からなり、対向基板２
５と対向する内面側に、ＴＦＴ（Thin Film Transistor）と、このＴＦＴに接続された画
素電極２２とが画素毎に設けられている。画素電極２２は、ＩＴＯ膜（インジウム・ティ
ン・オキサイド膜）等の透明導電膜により形成されている。また、画素電極基板２１の内
面側には、画素電極２２を覆うように、例えば、無機材料により形成され、液晶２６の分
子群を所定方向に配列させる配向膜２７が設けられている。
【００２６】
　対向基板２５は、画素電極基板２１と同様に、石英、ガラス、プラスチック等の透明材
料からなり、画素電極基板２１と対向する内面側に、対向電極２４が設けられている。対
向電極２４は、ＩＴＯ膜等の透明導電膜により形成されている。さらに、対向基板２５の
内面側には、対向電極２４を覆うように、例えば、無機材料により形成され、液晶２６の
分子群を所定方向に配列させる配向膜２８が設けられている。
【００２７】
　また、液晶パネル１５は、入射側及び出射側に、第１の偏光板２９と第２の偏光板３０
とが設けられており、この第１及び第２の偏光板２９、３０により、液晶パネル１５の画
素電極基板２１及び対向基板２５を挟むように配設されている。
【００２８】
　第１の偏光板２９は、液晶パネル１５の入射側に設けられ、光源１１から出射された直
線偏光光の偏光度を高める機能を有している。第２の偏光板３０は、液晶パネル１５から
の出射側に設けられ、第１の偏光板２９と同様に、液晶パネル１５からの変調光の偏光度
を高める機能を有している。
【００２９】
　続いて、液晶パネル１５の駆動回路構成について、図３を参照して説明する。液晶パネ
ル１５は、画素電極基板２１上に、図３に示すように、マトリクス状に配列された複数の
画素スイッチＳｖｈ（ｖ、ｈはそれぞれ自然数）と、画素容量Ｃｖｈと、画素電極Ｐｖｈ
（図２中、画素電極２２）とからなる画素セル駆動回路と、シフトレジスタを備えた垂直
駆動回路３１と、水平駆動回路３２と、垂直駆動回路３１及び水平駆動回路３２の駆動タ
イミング等の駆動を制御する駆動制御回路３３とを備えている。液晶パネル１５は、対向
基板２５の対向電極２４に、共通電位Ｖｃｏｍが印加される。このような構成を有する液
晶パネル１５においては、画素電極Ｐｖｈ毎に対応した液晶層２３における表示領域が１
つの画素を示す画素セルｖｈとなる。
【００３０】
　画素スイッチＳｖｈのソース（Ｓ）は、画素容量Ｃｖｈを介して共通電極（図２中、対
向電極２４）と接続されている。また、画素スイッチＳｖｈのソースと画素容量Ｃｖｈと
の接続点には、画素電極Ｐｖｈが接続されている。さらに、画素スイッチＳｖｈのゲート
（Ｇ）に対しては、垂直駆動回路３１から引き出されるゲート線Ｇｖが接続され、ドレイ
ン（Ｄ）に対しては、水平駆動回路３２から引き出されるデータ線Ｄｈが接続される。
【００３１】
　垂直駆動回路３１は、シフトレジスタを備えており、このシフトレジスタから水平方向
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に引き出され、画素セルｖｈが備える画素スイッチＳｖｈのゲートに接続されたゲート線
Ｇ１、Ｇ２・・・Ｇｖを順次走査する。また、水平駆動回路３２は、シフトレジスタを備
えており、このシフトレジスタから垂直方向に引き出され、画素セルｖｈが備える画素ス
イッチＳｖｈのドレインに接続されたデータ線Ｄ１、Ｄ２・・・Ｄｈを順次走査する。
【００３２】
　駆動制御回路３３は、垂直駆動タイミングパルス発生回路を有し、垂直駆動回路３１の
シフトレジスタに対して、垂直シフトクロックＶＣ１、ＶＣ２・・・ＶＣｖを供給する。
また、駆動制御回路３３は、水平駆動タイミングパルス発生回路を有し、水平駆動回路３
２のシフトレジスタに対して、水平シフトクロックＨＣ１、ＨＣ２・・・ＨＣｈを供給す
る。
【００３３】
　このような構成の液晶パネル１５は、以下のようにして画素に電荷が書き込まれること
になる。まず、垂直駆動回路３１によってゲート線Ｇ１の電圧がハイになると、１行目の
画素スイッチＳ１１～Ｓｖｈがオンする。画素スイッチＳ１１～Ｓｖｈがオンした後、水
平駆動回路３２によってデータ線Ｄ１がドライブされると、画素スイッチＳ１１を介して
画素容量Ｃ１１にデータ（映像信号）が書き込まれる。
【００３４】
　次に、水平駆動回路３２は、データ線Ｄ１のドライブをストップして、画素スイッチＳ
１１をオフにし、さらにデータ線Ｄ２をドライブして、画素スイッチＳ１２をオンする。
これにより、画素容量Ｃ１１に書き込まれたデータ（映像信号）は保持されて、画素スイ
ッチＳ１２を介して画素容量Ｃ１２にデータが書き込まれる。これを順次、データ線Ｄｈ
まで繰り返すことにより水平方向の１両目の画素へデータを書き込むことができる。
【００３５】
　水平方向の１行目の画素へのデータ書き込みが終了したら、垂直駆動回路３１は、ゲー
ト線Ｇ１を立ち下げ、ゲート線Ｇ２を立ち上げる。垂直駆動回路３１は、ゲート線Ｇ２が
立ち上がったことに応じて、順次、データ線Ｄ１～Ｄｈをドライブして、上述したように
水平方向の画素へのデータ書き込みを実行する。この動作を、ゲート線Ｇｖまで全て繰り
返すことにより、液晶パネル１５の全ての画素に対してデータ（映像信号）の書き込みが
実行される。
【００３６】
　次に、上述のように構成される液晶パネル１５の信号処理回路について説明をする。液
晶パネル１５の信号処理回路４０は、図４に示すように、画像信号が入力端子Ｄｉｎから
入力され、その画像信号が、遅延調整回路４１と、階調検出回路４２とに供給される。ま
た、信号処理回路４０には、極性切替信号が供給される極性判別回路４３と、色設定信号
が供給される色判別回路４４と、入射角設定信号が供給される入射角補正回路４５とを備
える。
【００３７】
　遅延調整回路４１は、入力端子Ｄｉｎを介して画像信号が供給され、各補正信号との遅
延量を調整、制御する回路である。
【００３８】
　階調検出回路４２は、遅延調整回路４１と同様に、入力端子Ｄｉｎを介して画像信号が
供給され、画像信号の階調を検出し、検出された階調に応じて階調補正値ＨＧを算出する
。階調検出回路４２は、図５に示すように、階調に応じて変動する電圧値の大小によりリ
ーク量も増減することになり、この階調、すなわち、電圧値の大小を検出し、電圧値が大
きい場合には、リーク量を少なくし、電圧値が小さい場合と同量のリーク量となるように
適正な階調補正値ＨＧを算出する。
【００３９】
　極性判別回路４３は、垂直駆動回路３１によって行われる垂直走査の周期毎に所定の電
位レベルに対して極性を切り替える極性切替信号が、入力端子Ｇｉｎを介して供給され、
供給される極性切替信号に応じて、正極性か負極性かを判別し、極性補正値ＨＰを算出す
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る。極性判別回路４３は、図６に示すように、リーク量が、極性に応じて異なる、すなわ
ち、正極性側が負極性側よりも多くなることから、極性を判別し、正極性の場合には、負
極性と同量のリーク量となるように補正する、極性に応じた極性補正値ＨＰを算出する。
【００４０】
　色判別回路４４は、供給される画像信号に対応する色設定信号が、入力端子Ｃｉｎを介
して供給され、供給された色設定信号に応じて、当該画像信号の色判別を行う。具体的に
は、色判別回路４４は、画像信号の波長・輝度を検出、判別し、この波長・輝度に応じた
色補正値ＨＣを算出する。色判別回路４４は、図７に示すように、リーク量が、光の波長
に応じて異なる、すなわち、短波長が長波長よりも多くなることから、色（波長、輝度）
を検出、判別し、短波長の場合には、長波長と同量のリーク量となるように補正する、色
に応じた色補正値ＨＣを算出する。
【００４１】
　入射角補正回路４５は、供給される画像信号に対応する入射角設定信号が、入力端子Ａ
ｉｎを介して供給され、供給された入射角設定信号に応じて、各画素セルｖｈに入射され
る光の入射角度を検出し、当該入射角度に応じて入射角補正値ＨＡを算出する。入射角補
正回路４５は、画素セルｖｈに入射される光が、図１に示すように、色分離部１４の各ミ
ラーに応じて入射角が異なり、このとき、図８に示すように、リーク量が、入射角度に応
じて異なる、すなわち、入射角度が大きいほどリーク量も多くなることから、当該入射角
度を検出し、入射角が大きい場合には、入射角が小さい場合と同量のリーク量となるよう
に補正する、入射角度に応じた入射角補正値ＨＡを算出する。
【００４２】
　信号処理回路４０では、各回路４２～４５において算出される補正値ＨＧ、ＨＰ、ＨＣ
、ＨＡを加算することにより求められる補正値Ｈが、遅延調整回路４１において遅延制御
された画像信号と加算することにより、図９に示すように、正極性側と負極性側の積分値
が等しくなるように補正される。
【００４３】
　なお、図９においては、負極性側の値を補正値Ｈにより補正することについて示したが
、これに限らず、正極性側を補正するようにしてもよく、さらには、両極性ともに、補正
するようにしてもよい。
【００４４】
　以上のような構成を備える映像表示装置１は、リーク電流を発生させる要因として考え
られる、階調、極性、色（波長、輝度）、入射角等を勘案し、これらの値に応じた補正値
を算出することができるので、確実に画質劣化や、輝度変化によるフリッカや、直流成分
の印加による焼き付きを防止することができ、液晶の品質劣化を防止することができる。
【００４５】
　なお、本発明においては、いわゆる透過型の液晶表示素子についての実施の形態につい
て説明をしたが、これに限らず、反射型の液晶表示素子を用いるものであってもよい。ま
た、その際、本説明においては、短波長においてはリーク量が大きくなり、長波長におい
てはリーク量が小さくなる旨の実施の形態について示したが、液晶表示素子の構造によっ
ては、リーク量が逆、すなわち短波長においてはリーク量が小さくなり、長波長において
はリーク量が大きくなる場合もある。
【図面の簡単な説明】
【００４６】
【図１】本発明を適用した映像表示装置を示した模式図である。
【図２】本発明を適用した映像表示装置の液晶パネルを示した破断斜視図である。
【図３】本発明を適用した映像表示装置を説明するための回路図である。
【図４】信号処理回路を説明するためのブロック図である。
【図５】階調に応じてリーク量が異なることを示した図である。
【図６】極性に応じてリーク量が異なることを示した図である。
【図７】波長に応じてリーク量が異なることを示した図である。
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【図８】入射角に応じてリーク量が異なることを示した図である。
【図９】算出された補正値により電圧成分が補正された様子を示した模式図である。
【符号の説明】
【００４７】
　１　映像表示装置、１１　光源、１２　リフレクタ、１３　コンデンサレンズ、１４　
色分離部、１４Ｂ　ダイクロイックミラー、１４Ｇ　反射ミラー、１４Ｒ　ダイクロイッ
クミラー、１５　液晶パネル、１５ａ　マイクロレンズアレイ、１６　投写レンズ、１７
　スクリーン、２１　画素電極基板、２２　画素電極、２３　液晶層、２４　対向電極、
２５　対向基板、２６　液晶、２７、２８　配向膜、２９、３０　偏光板、３１　垂直駆
動回路、３２　水平駆動回路、３３　駆動制御回路、４０　信号処理回路、４１　遅延調
整回路、４２　階調検出回路、４３　極性判別回路、４４　色判別回路、４５　入射角補
正回路

【図１】 【図２】
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【図５】

【図６】

【図７】

【図８】
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